
蓬
来
町
界
隈

　

（そ
の
四
十
五
）

東
京
道
路
事
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林
　
　
順
　
信

日
　
何
時
果
て
る
で
も
な
い
道
路
工
事

明
治
三
十
八
年
欧
州
か
ら
帰
っ
た
夏
目
漱
石
を
し
て
、

「建
設
と
破
壊
が
同
時
に
進
ん
で
い
る
こ
の
病
あ
る
東
十
よ
」

と
嘆
か
せ
た
部
内
の
道
路
工
事
は
、
そ
れ
か
ら
百
年
近

い
年
月
が
流
れ
て
も
、
一向
に
良
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、今
や

都
を
興
げ
て
の
道
路
工
事
真
っ
只
中
で
あ
る
．
地
下
鉄

建
設
、共
同
溝
の
車
道
の
工
事
の
ほ
か
、電
気
、瓦
斯
、電
話
、

水
道
、
下
水
道
と
い
つ
工
事
は
、
歩
道
の
上
を
堀
り
く

り
返
し
て
の
工
事
で
、
期
間
は
公
示
し
て
あ
る
も
の
の
、

こ
の
五
つ
の
部
門
は
決
し
て
同
時
に
は
行
わ
れ
な
い
。
甲

が
完
了
し
た
道
路
を
今
度
は
乙
が
堀
り
、さ
ら
に
丙
が

つ
づ
く
。
た
と
え
は
悪
い
が
、バ
ス
ガ
イ
ド
の
口
上
で
は
な

い
が
、
「世
の
中
工
事
ば
か
り
、
鶴
田
浩
二
か
山
本
浩
二

か
石
坂
浩
二
か
、
は
た
ま
た
道
路
工
事
か
―
」
レ
い
う
今

日
で
あ
る
。

そ
れ
で
い
て
、日
常
歩
く
路
上
は
決
し
て
良
く
な
ら
な
い
。

安
心
し
て
歩
け
な
い
。
「下
を
向
い
て
り
ゃ
車
が
あ
ぶ
な
い
。
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Ｌ
を
向
い
て
い
ゃ
道
路
で
つ
ま
づ
く
。
・ア
″
な
道
路
に
誰

が
し
た
」
と
ボ
ヤ
キ
た
く
な
る
．
第

、
■
期
の
範
囲
内
で

工
事
が
完
了
す
る
，Ｖ
」自
体
不
思
議
で
あ
る
。
ひ
．ら
こ

す
る
レ
一、
工
事
の
や
り
易
い
と
一ヽ
ろ
を
選
ん
で
や
っ
て
い
る

か
ら
、
凸
円
の
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
で
、
期
間
中
に
完
了

す
る
と

」ヽろ
ば
か
り
を
選
ん
で
い
る
様
に
も
疑
い
た
く
な
る
．

ほ
ん
と
う
に
修
繕
の
必
要
な
難
所
な
ら
、
恐
ら
く
■
期

は
遅
れ
る
の
が
当
然
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
‥
．

回
　
蓬
菜
町
に
も
六
＋
年
前
の
模
範
道
路
が

グ
チ
が
す
ぎ
た
が
、
今
か
ら
丁
度
六
十
年
前
の
昭
和

十
三
年
に
、当
時
の
東
京
市
役
所
は
「道
路
は
国
の
文
化

を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
な
り
」
と
一ｔ
ユ
大
決
心
を
以
っ
て
、

東
京
市
内
の
道
路
の
舗
装
化
に
つ
と
め
た
。
そ
れ
ま
で
の

砂
利
道
で
は
、
風
が
吹
け
ば
日
の
中
に
馬
ぐ
そ
合
，ん
だ
砂

塵
が
飛
び
込
み
、
雨
が
降
れ
ば
ぬ
か
る
み
の
泥
出
に
な
る

レ
い
う
状
態
の
と
≡
う
が
多
か
っ
た
。
道
路
上
は
自
動
車
、

馬
車
、
大
八
草
、
リ
ヤ
カ
ー
な
ど
が
、
車
線
の
区
別
な
く

通
っ
て
い
た

も
っ
と
も
ス
ピ
ー
ド
は
現
在
と
く
ら
べ
も
の

に
な
ら
な
い
位
遅
か
っ
た
か
ら
事
故
も
少
な
か
っ
た
．

当
時
の
大
き
な
交
差
点
の
ど
真
中
に
は
、
交
通
巡
査

が
お
２
立
っ
て
、プ
リ
■
で
出
来
た
円
盤
形
の
信
号
機
を

手
動
式
で
動
か
し
た
。
「ス
ス
メ
」
「ト
マ
レ
」
と
、
九
十
度

回
転
し
て
交
通
整
理
を
し
て
い
た
。
当
時
の
東
京
市
内

の
タ
ク
ンヽ
ー
の
数
は
七
十
台
、タ
ク
レヽ
ー
の
運
ち
ゃ
ん
は
、

こ
の
信
号
の
一ヽ

」を
「雀
の
お
宿
」
レ
ニ
っ
て
い
た
．
「ス
ズ

メ
ト
マ
レ
」
と
で
？
，
」か
ら
名
付
け
た
。

当
時
、
堀
内
敬
三
さ
ん
の
作
詞
作
曲
し
た
一道
路
の

歌
」
レ
い
う
の
が
あ
る
．

一
、
　
楽
し
く
明
る
く
　
踏
む
足
か
ら
く

歩
め
　
キ
一
れ
い
な
我
等
の
路
を

遠
な
る
並
本
に
　
緑
は
所
え
て

塵
も
と
ヾ
め
ず
輝
く
歩
道

ｔ
　

不̈
）〓
る
御
回
の
　
文
化
の
し
る
し

広
い
立
派
な
　
我
等
の
路
よ

た
る
●
も
　
行
き
交
う
人
も

ら
く
に
　
愉
快
に
　
な
ら
ん
で
通
る

二
、
　

こ
の
路
　
わ
が
路
　
市
民
の
路
よ

護
れ
　
よ
ご
す
な
　
さ
れ
い
な
姿

伸
び
行
く
日
本
の
　
力
Ｌ
脈
の

路
を
み
ん
な
で
　
育
て
て
行
か
ふ

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
、
現
在
は
六
十
年
も
逆
民
―，
し

て
し
ま
っ
た
感
さ
え
あ
る
。

今
日
、道
路
の
，，

をヽ
持
ち
出
し
た
裏
に
は
、
今
か
ら

六
十
年
前
の
一東
京
市
の
道
路
」
，
い
う
冊
子
に
わ
が
蓬

来
町
の
道
路
が
路
面
舗
装
と
側
溝
新
設
の
■
ア
ル
ケ
ー

ス
と
し

、́
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．

本
郷
通
り
の
浅
嘉
町
か
ら
動
坂
の
駒
込
病
院
へ
の
東
行

系
統
の
バ
ス
通
り
が
出
て
い
る
、
写
真
の
右
手
の
石
堀
は

蓮
光
寺
の
幼
稚
回
の
あ
っ
た
区
域
で
、
堀
が
切
れ
る
と
こ

ろ
に
は
養
源
寺
へ
の
斜
め
東
南
に
人
る
細
い
路
地
が
あ
り
、

突
き
当
た
っ
て
右
に
曲
が
れ
ば
駒
込
学
園
の
方
へ
２

方

通
行
路
に
出
ら
れ
る
Ｉ
ハ
十
年
前
と
は
さ
ほ
ど
か
わ
つ
て

い
な
い
蓬
莱
町
の
眺
め
で
あ
る
．
当
時
と
し
て
は
、
本
郷



区
界
隈
で
、
と
び
き
り
上
等
な
道
路
だ
っ
た
か
ら
，
ン
今ヽ

日
で
も
実
用
に
耐
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

昭
和
十
三
年
一
九
三
八
年
）
の
蓬
莱
町
の
通
り

六
０
年
前
●
写
真
だ
が
■
■
と
あ
ま
り
変
わ
７
●
な
い
．

平
成
十
年
二
月
初
旬
か
ら
平
成
十
年
六
月
下
旬

２
／
９
　
区
報
配
布

２
／
１９
　
お
汁
粉
会
の
打
合
せ
　
於
　
常
端
寺

び
ん
　
缶
の
分
別
回
収
に
つ
い
て
、
お

知
ら
せ
の
回
覧
配
布

２
／
“
　
小
学
校
入
学
予
定
者
名
簿
を
届
け
る

区
報
配
付

３
／
５
　
び
ん
　
缶
分
別
回
収
第

一
回
活
動
開
始

３
／
８
　
区
報
配
布

３
／
ｂ
　
会
員
名
簿
平
成
十
年
二
月
版
配
付

３
／
２３
　
区
報
　
蓬
莱
町
だ
よ
り
配
付

４
／
３
　
根
津
榊
社
総
会
　
池
田
暉
氏
　
小
川
副

４
／
８
　
会
長
　
橋
本
副
会
長
出
席

区
報
配
布

４
／
６
　
つ
つ
じ
祭
り
開
苑
式
　
一二
宅
町
会
長

池
田
暉
氏
　
小
川
副
会
長
　
橋
本
副
会

長
　
川
西
婦
人
部
長
出
席

４
／
２３
　
区
報
配
布

５
／
９
　
祭
礼
準
岱
委
員
会
　
於
　
常
端
寺

区
報
配
布

５
／
２‐
　
赤
十
宇
募
金
開
始

５
／
２３
　
区
報
配
布

５
／
２８
　
町
会
連
合
会
総
会
　
一一
宅
町
会
長
出
席

５
／
■
　
部
長
会
　
於
　
町
会
長
宅

＊

日
赤
社
費
募
金
活
動
一ヽ
協
力
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防
火
防
災
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
い
間
町
会
の
懸
案
で
し
た
防
災
倉
庫
が
で
き
ま
し
た
設

置
場
所
は
大
観
音
通
り
の
思
日
米
屋
さ
ん
と
泰
平
軒
さ
ん

の
間
を
入
っ
た
向
丘
二
丁
目
三
十
番
二
号
地
に
設
置
い
た

し
ま
し
た
。

こ
れ
で
南
部
の
公
国
と
北
部
と
の
二
ヶ
所
に
で
き
防
災

器
具
そ
の
他
の
緊
急
用
具
の
整
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
倉
庫
の
設
置
に
私
道
で
あ
つ
ま
す
加
藤
端
信
氏

（常
端
寺
）

津
島
氏

（ジ
エ
ネ
ス
白
山
）
借
地
の
ご
提

供
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
紙
上
を
お
仕
り
し
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す

４
／
６
　
本
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
る

四
／
六
ヽ
四
／

一
五
石
川
交
通
部
長

５
／
８
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
総
会
　
於
　
弥
生
会
館

三
宅
町
会
長
　
石
川
交
通
部
長
出
席

前
回
の
董
莱
町
だ
よ
り
の
中
で
成
人
式
の
お
名
前
が
記
載
さ
れ

な
か

っ
た
方
々
が
居
ら
れ
た
事
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

須
藤
　
真

理
子
様

恩
日
　
順
子
様

改
め
ま

し

て
お

め
で
と
う

御
座

い
ま
す
。



３

／

１４

４

／

２

４
／
密

５
／
Ｈ

２
／

‐２

２
／

１７

２
／
‐７

２
／
１９

２
／
１２

３
／

１４

３
／
“

３
／
１９

３
／
２０

３
／
２６

３
／
３０

４
／
６

３
／
１９

４

／

１６

入
学
児
童
へ
根
津
神
社
参
拝
の
お
知
ら
せ

０
一九
日
お
祓
い
）

入
学
児
童
へ
記
念
品
贈
呈
　
６
名

つ
つ
じ
祭
り
観
濁
会
　
池
田
暉
氏
出
席

地
区
対
策
委
員
会
総
会
　
於
　
向
丘
出
張
所

三
宅
町
会
長
　
中
島
　
倉
田
出
席

４
／
“
　
つ
つ
じ
祭
り
倉
出
し
　
川
西
婦
人
部
長
出
席

４
／
２２
　

つ
つ
じ
祭
り
甘
酒
茶
屋
当
番

川
両
部
長
以
下
十
五
名
参
加

三
宅
町
会
長
　
小
川
　
橋
本
副
会
長
出
席

４
／
２７
　
文
京
区
赤
十
年
奉
仕
団
　
裁
縫
奉
仕
活
動

於
　
日
赤
本
社
　
２
名
参
加

５
／
５
　
つ
つ
じ
祭
り
，
酒
茶
屋
倉
入
れ
　
１
名
参
加

５
／
８
　
会
計
係
の
交
代
と
婦
人
部
総
会
に
つ
い
て

の
打
合
せ
会
議

５
／
９
　
南
部
部
員
会
議

初^
顔
合
わ
せ
一
於
常
端
寺

５
／
‐５
　
資
源
回
収

５
／
２７
　
婦
人
部
総
会
　
於
　
常
端
寺

町
会
長
他
役
員
４
名
出
席

５
／
２８
　
く
す
の
木
の
郷
　
日
赤
奉
仕
活
動

洗
濯
物
た
た
み

６
／
１０
　
日
赤
募
金
合
計
２
０
３
、０
０
０
円

３
／
，
　
防
犯
支
部
長
会
議
　
駒
込
警
察
署
講
●

坂
本
防
犯
部
長
出
席

春
の
地
域
防
犯
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

ホ
ス
タ
ー
配
付

３
／
１９
　
春
地
域
防
犯
運
動
始
ま
る
　
１
９
ヽ
２
３
日

４
／
２３
　
つ
つ
じ
祭
り
警
備
　
小
川
副
会
長
　
坂
本

防
犯
部
長
　
堀
江
　
倉
田

５
／
２‐
　
防
犯
協
会
総
会
　
於
　
勤
労
福
祉
会
館

坂
本
防
犯
部
長
出
席

当
町
会
の
方
本
年
２
月
か
ら
本
年
５
月
上
旬
ま
で

に
ご
逝
去
な
さ
れ
た
方
の
お
名
前
は
左
記
の
通
り
で

ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
析
り
い
た
し
ま
す
。

女
性
消
防
士
訓
練
に
つ
い
て
　
婦
人
部
連
絡

臨
時
部
会
開
催
　
び
ん
　
缶
の
分
別
回
収
に

つ
い
て
　
他

本
郷
税
務
署
よ
り
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

日
赤
献
血
奉
仕
活
動
　
２
名
参
加

資
源
回
収

お
汁
粉
会
の
打
合
せ
に
二
名
出
席

つ
つ
じ
祭
り
婦
人
部
会
　
於
　
根
津
神
社

二
名
出
席

く
す
の
本
の
郷

（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

日
赤
奉
仕
活
動
　
一一．名
参
加

お
汁
粉
会
開
催
　
お
手
伝
い

資
源
回
収

日
赤
向
丘
分
団
　
班
長
会

定
例
婦
人
部
会
　
後
　
歓
送
迎
会

駒
込
母
の
会
　
支
部
長
会
　
２
名
出
席

交
通
安
全
教
室
　
於
　
文
京
グ
リ
ー
ン
コ
ー

ト
　
６
名
参
加

七
　
十
　
十
三
日
交
通
安
全
指
導

資
源
回
収

総
務
部
よ
り
の
特
報

六
月
十
二
日
の
役
員
総
会
に
於
て
、
役
員
任
期
に
つ
い
て
一

部
会
則
改
正
が
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
則
　
第
二
章
　
・第
九
条

役
員
の
任
期
Ｌ

一年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
す
。

●
し
、補
欠
者
の
任
期
は
前
任
者
の
残
存
期

間
と
す
る
。

こ
の
事
項
に
関
し
て
は
、
役
員
任
期
が
一年
交
代
で
は
町

会
の
事
業
活
動
、特
に
「根
津
神
社
大
祭
」
「盆
踊
り
大

会
」
の
実
行
に
当
っ
て
不
使
と
云
う
動
議
が
出
た
結
果

こ
の
様
に
な
り
ま
し
た
。

集 中 ●・●
木 , 本

孝 三 健
男 郎 司

コ
し
言
ロ

殴
　
７
８
歳

殿
　
８
１
歳

殿
　
６
０
歳



回
　
役
員
交
代
の
お
知
ら
せ

新
年
度
に
当
り
、各
地
域
の
役
員
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

南
部
　
栗
原
実
様
か
ら
佐
藤
博
治
様
に

富
永
光
子
様
か
ら
真
下
隆
明
様
に

刀
禰
恵
雄
様
か
ら
鈴
木
俊
定
様
に

中
部
　
遠
藤
庄
平
様
か
ら
浅
野
正
男
様
に

北
部
　
池
沢

一
明
様
か
ら
平
林
善
郎
様
に

日
色
利
行
様
か
ら
堀
口
克
雄
様
に

旧
役
員
の
皆
様
方
に
は
御
苦
労
様
で
し
た
。
又
、新
役

員
の
皆
晨
一に
は
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

去
る
六
月
十
二
日
に
町
会
の
定
期
総
会
が
開
か
れ
、

下
記
の
通
り
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
世
界
的
に
エ
ル
ユ
ー
ニ
ョ
の
後
遺
症
で
天
候

が
定
ま
り
ま
せ
ん
。
景
気
の
先
行
き
も
全
く
見
通
し

が
出
来
ま
せ
ん
。
た
だ
確
か
に
云
え
る
事
は
何
か
大

き
な
変
化
が
地
球
規
模
で
起
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。́

昔
の
こ
と
わ
ざ
に

「鹿
を
追
う
猟
師
、
山
を
見
ず
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
先
だ
け
を
見
て
い
る

と
気
が
つ
い
た
ら
崖
つ
ぶ
ち
に
立
っ
て
い
て
進
退
き

わ
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
壮
に
力
を
い
れ
て
将
来

を
見
据
え
ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員

三
宅
英
三
　
竹
中
俊
之
　
常
岡
　
裕

倉
日
幸

一　
池
田
　
暉

蓬 茉 町 会
平 成 10年 度  予 算 計 画 書

平成10年度、予算 1案)を上記の適り.■上いたします

平成Ю■6月 12日

決算朗||、 平成9年4月 1日から平成10■ 3月 81日

特別″事準備金残 ¥9o1254  ,災積立金 Y2763261

平成■年6月 12日

報 ,=貰決算をmの砂鑑 いたし討
 署拿

長
最霊番扇

平成,年度決算は監掟の喘果正確にヽ ■されていることを証します

強査  川村康明

適 業 町 会
平 成 ,年 度  決 算 書

町会長 二宅■三
会 計 堀コ賣明

単位 円
収 入 の 部 支 出 の 部

lll苧 ,日 苓  福 摘  要 勧壼
'日
金  籍 摘  要

前期擬餞金 336● 8 総 会昔 210464

町会会書 1 ,mm 会議 壼 144460

区助成4 Ю9148 渉 lt i 2161

鰈 収 入 6(� 備 品 壼 225310

捜布利鳥 97 事 灌 な 27J62

前期預金 22´β3 電気代 58“ , 有灯青用

所火防饉、1 28415

防犯部な

交薇部彗 23η9

文化部費 221213

燎 人籠を 200000

青年

“

や 28413

歴 弔 書 7``0

消耗品を 47194

補 助 金 13o∞Ю たの奎硫踊|

fF 金 31

繰越金 491 203

積立金 3∞ o∞

合 司 2■
'6776

合 言: 2●76776

華栞町会会員各位


